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出町ゆかり

　
市
が
実
施
し
た
「
在
宅
介
護
実
態
調
査
」
で
は
、
多
く
利
用
さ

れ
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
は「
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」「
福

祉
用
具
を
借
り
る
」「
訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
）」
の
順
で

し
た
。

　
在
宅
介
護
で
、
今
後
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
、「
移
送
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
）」「
外
出
同
行
（
通
院
・
買
い
物
）」

の
順
で
す
。

　
認
知
症
対
応
型
の
入
居
施
設
が
３
年
間
で
、
７
カ
所
１
３
２
人

分
増
や
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
退
院
直
後
や
、
が
ん
末
期
等
の

看
取
り
期
な
ど
に
、利
用
者
や
家
族
の
状
態
に
あ
わ
せ
て
「
通
所
」

を
中
心
に
、「
泊
ま
り
」
や
「
訪
問
介
護
」「
訪
問
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
」

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

施
設
」
を
３
カ
所
87
人
分
増
や
し
ま
す
（
表
参
照
）。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
地
域
で

生
活
す
る
の
か
、
施
設
に
入
居
す
る
の

か
、
選
べ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
安
心

で
き
ま
せ
ん
。
特
養
の
待
機
者
は
多
く
、

入
居
し
に
く
い
状
況
で
す
（
昨
年
４
月

時
点
で
２
０
３
人
）。
収
入
が
少
な
く
て

も
入
居
で
き
る
特
養
の
建
設
、
ま
た
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
充
実
も
必
要
で

す
。

　
高
槻
市
は
こ
の
ほ
ど
、２
０
１
８
年
度
か
ら
３
年
間
の
「
高
槻
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

高
槻
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
10
万
人
を
超
え
、率
は
28
・
５
％
と
増
え
続
け
て
お
り
、
大
阪
府
全
体
の
26
・
６
％
よ
り

高
い
状
況
で
す
。
高
齢
者
世
帯
の
な
か
で
一
人
世
帯
は
27
・
８
％
、
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
は
35
・
５
％
で
、
６
割
が
高
齢
者

だ
け
の
世
帯
で
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

安
心
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

安
心
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

国
に
よ
る

介
護
保
険
の
利
用
制
限

介
護
保
険・地
域
支
援
事
業
の
見
込
み

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

　
国
は
、
介
護
保
険
制
度
を
利
用
で

き
る
条
件
を
厳
し
く
し
、
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
の
時
間
を
１
時
間
か
ら
45
分
に
。

介
護
度
の
低
い
要
支
援
者
の
サ
ー
ビ

ス
を
介
護
保
険
か
ら
外
し
、
総
合
事

業
に
移
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年

秋
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
回
数
が
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
範
囲
内
で
あ
っ
て

も
、
一
定
回
数
を
超
え
た
場
合
、
ケ

ア
マ
ネ
に
報
告
義
務
を
課
し
ま
す
。

国
に
よ
る

介
護
保
険
の
利
用
制
限

介
護
保
険・地
域
支
援
事
業
の
見
込
み

※無回答・その他を除く

配食

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

見守り、声かけ

(人)

今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（複数回答）

介護保険・地域支援事業の見込み
サービス種類

平成 年度
（ 年度）
（見込み）

平成 年度
（ 年度）

平成 年度
（ 年度）

平成 年度
（ 年度）

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

箇所数

定員数

小規模多機能型居宅介護 箇所数

定員数

看護小規模多機能型居宅介護
箇所数

定員数

認知症対応型共同生活介護
箇所数

定員数

地域密着型
特定施設入居者生活介護

箇所数

定員数

地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護

箇所数

定員数

市
域
全
体

※数値は当該年度末時点の累計値の見込みを記載しています。
※網掛け部分は新たに整備を見込んでおり、括弧内に整備数（増床分含む）を記載しています。
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日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団
は
、
富
寿
栄
住
宅
の
建
替
え
に

あ
た
っ
て
、
収
入
が
少
な
く
、
住
宅
の
確
保
に
困
っ
て
い
る
市
民

の
た
め
に
、
最
大
限
の
戸
数
を
整
備
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
市
は
今
年
３
月
の
都
市
環
境
委
員
会
協
議
会
で
、

富
寿
栄
住
宅
の
現
在
の
入
居
戸
数
３
２
０
戸
と
川
西
・
春
日
両
市

営
住
宅
、
府
営
住
宅
で
、
必
要
な
公
営
住
宅
の
戸
数
は
足
り
て
い

る
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
宮
本
議
員
は
、
こ
れ
に
対
し
、
今

月
８
日
の
都
市
環
境
委
員
会
協
議
会

で
「
Ｊ
Ｒ
社
宅
用
地
に
、
法
律
上
、

３
２
０
以
上
の
戸
数
を
整
備
す
る
こ

と
は
不
可
能
な
の
か
」
と
質
問
。
市

は
「
３
２
０
戸
を
大
き
く
超
え
る
戸

　
ま
た
、
現
地
で
の
建
替
え
か
ら
、
移
転
し
て
の
建
替
え
に
方
針

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
し
い
住
宅
を
い
つ
完
成
さ
せ

る
の
か
、
市
は
ま
だ
示
せ
な
い
で
い
ま
す
。
入
居
者
は
「
い
つ
新

し
い
住
宅
に
入
れ
る
の
か
」
と
見
通
し
が
持
て
な
い
状
況
で
す
。

宮
本
議
員
の
「
行
程
を
早
く
決
め
る
こ
と
必
要
で
は
な
い
か
」
と

の
質
問
に
、
市
は
「『
建
替
基
本
計
画
』
の
中
で
、
目
標
年
度
を

示
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、『
基
本
計
画
』
は
現
時
点
で

は
「
今
年
12
月
、作
成
予
定
」
と
し
か
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
今

で
も
（
完
成
時
期
が
）
延
び
て
い
る
の
に
、
ま
た
先
に
延
び
る
の

は
問
題
。
入
居
者
の
皆
さ
ん
が
先
を
見
通
せ
る
よ
う
に
」
と
早
く

完
成
目
標
年
度
を
決
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

最
大
限
の
戸
数
で
、
早
く
完
成
の
め
ど
を

市
営
富
寿
栄
住
宅
の
建
て
替
え

市
営
富
寿
栄
住
宅
の
建
て
替
え

特
殊
詐
欺
の
被
害
は
深
刻

　市
が
詐
欺
電
話
防
止
機
器
を
貸
し
出
し

特
殊
詐
欺
の
被
害
は
深
刻

　市
が
詐
欺
電
話
防
止
機
器
を
貸
し
出
し

　
市
営
富
寿
栄
住
宅
は
激
し
い
地
震
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
風
呂
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
無
い
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
現
在
地
で
の
建
て
替
え
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
回
引
っ
越
し
が
必
要
に
な
る
こ
と
、
完
成
ま
で
の
期
間
が
長
く
な
る
こ

と
か
ら
、
昨
年
３
月
、
阪
急
京
都
線
北
側
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
社
宅
用
地
を
移
転
先
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

戸
数
は
現
在
の

　入
居
戸
数
よ
り
増
や
す
べ
き

戸
数
は
現
在
の
入
居
戸
数
よ
り

増
や
す
べ
き

「
い
つ
移
れ
る
の
か…

」現
入
居
者
は
不
安

「
い
つ
移
れ
る
の
か…

」現
入
居
者
は
不
安

　
警
察
が
把
握
し
て
い
る
高
槻
市
内

の
昨
年
度
の
特
殊
詐
欺
被
害
の
件
数

は
72
件
で
、
府
下
で
４
番
目
に
多
い

状
況
で
す
。
被
害
金
額
は
、
約
２
億

７
千
万
円
、
被
害
者
の
約
８
割
が
高

齢
者
で
、
一
件
当
た
り
の
被
害
金
額

は
数
十
万
円
か
ら
数
百
万
円
に
の
ぼ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
深
刻
で
す
。

　
高
槻
市
で
は
、
特
殊
詐
欺
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
に
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
詐
欺
電
話
防
止
機
器
を
６

年
間
無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。
設

置
は
業
者
が
行
い
ま
す
。

　
同
機
器
を
家
庭
の
固
定
電
話
に
接
続
す
る
と
、
過
去
に
特
殊
詐

欺
で
使
わ
れ
た
番
号
か
ら
の
着
信
は
、
赤
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
、
自

動
的
に
遮
断
さ
れ
ま
す
。
他
の
番
号
で
、
あ
ら
か
じ
め
着
信
許
可

の
登
録
し
て
い
な
い
場
合
は
、

黄
色
に
点
灯
し
、
注
意
を
促
し

ま
す
。
電
話
に
出
た
場
合
で
も
、

不
審
な
電
話
で
あ
れ
ば
、〝
拒
否

ボ
タ
ン
〞
を
押
す
と
電
話
は
切

れ
、
以
降
、
そ
の
番
号
か
ら
の
着

信
は
遮
断
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
着

信
許
可
登
録
を
し
て
い
る
番
号

か
ら
の
着
信
は
、
緑
色
に
点
灯

し
ま
す
。

申し込み先：消費生活センター（高槻駅南
側のクロスパル２階）
申請書と確認書類（運転免許証、健康保険
証など）を持参してください。代理人による申
請も可能です(本人の確認書類の写し、申請
者と代理人の押印が必要です）。
※ご利用にあたっては、電話番号を表示する
サービス（ナンバーディスプレイなど）に加入
していることが必要です。

＜高槻市内の手口別被害件数と被害金額＞
（高槻警察署調べ）

平成 29年
被害件数 被害額 被害件数 被害額

オレオレ詐欺
架空請求詐欺
還付金詐欺
その他
合計

２７件
２３件
２２件
０件
７２件

約１億２千万円
約１億３千万円
約２千万円

０円
約２億７千万円

１７件
１７件
３４件
６件
７４件

約１億２千万円
約５千万円
約５千万円
約３千万円

約２億５千万円

平成２８年

数
を
建
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
」と
答
え
た
こ
と
か
ら
、「
戸
数
は
、

現
在
の
入
居
者
数
よ
り
増
や
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

富田
駅ＪＲ

摂津
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駅
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富
田
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田
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